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【研究分野】
【キーワード】
【U R L】

埼⽟県⽴⼤学研究・地域活動シーズ2022-2023

医学講話（特に臨床神経学、⽼年医学）
共通教育科

臨床医学全般、内科学、臨床神経学、⽼年医学、脳卒中学、神経科学、産業医学

滑川 道⼈ 教授

認知症、アルツハイマー病、パーキンソン病、脳卒中、フレイル/サルコペニア
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=252name

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなど

個⼈的には「神経変性疾患（特に脊髄⼩脳変性症/遺伝性痙性対⿇痺）の臨床像および分
⼦遺伝学的検討（genotype-phenotype correlation）」を研究しています。

ただ本学においては、医師としてさまざまな疾患に対する啓発活動（講演、公開講座、
健康コラムなど）を求められることが多く、それらが地域貢献活動の中⼼となっています。

特に脳神経内科学（認知症、パーキンソン病、脳卒中、てんかん、頭痛、神経難病な
ど）と⽼年医学（フレイル/サルコペニア、⾻粗鬆症、⽼年症候群、ポリファーマシーな
ど）の領域においては、30年の臨床経験をもとに、講演もしくは原稿執筆をいたします。

さらに、学校保健（喫煙、飲酒、違法薬物、性⾏為感染症など）、救急医学（特に内科
系）、産業医学（従業員のメンタルヘルス、特定健診︓メタボリック症候群など）、さら
には新型コロナウイルス感染症（COVID-19）などについても、幅広く扱います。

医師による啓発活動であり、⼀般向けから専⾨家向けまで幅広く対応します。脳神経内科
専⾨医、脳卒中専⾨医、認定内科専⾨医、そして産業医の資格を有しますので、特にその領
域においては、最新医療情報にまで踏み込んで解説します。

聴衆・読者のレベル、参加⼈数（数名〜数百名）に合わせて講演内容を準備します。講演
のみでなく、健康コラムやエッセイなどの執筆、インタビューなどもお引き受けします。

ご希望がある場合、お気軽にご連絡ください。皆さまのお役に⽴てるよう努⼒します。

過去に実施した講演会の内容
＜⼀般向け＞
・脳卒中を予防しよう ・パーキンソン病とは
・新型コロナウイルス感染症について ・⾵邪と免疫 など
＜専⾨職向け＞
・神経難病患者の在宅⽀援のポイント ・脊髄⼩脳変性症の理解（看護師対象）
・複合性局所疼痛症候群︓基礎と臨床（理学療法⼠対象） など
＜多職種連携＞
・ALS患者の在宅ケア（多職種による事例検討）
・多職種連携（IPW）における主治医としてのかかわり⽅（医師対象） など

過去に執筆した⼀般向け健康コラムの内容
・正⽉︓餅の窒息に注意 ・アルツハイマー病の新薬、アデュカヌマブ
・冬場の⼊浴︓ヒートショックとは ・コロナ禍に増加︕︕︖ 帯状疱疹 など


